
令和 5年度 「重点指導事項」について (お願い )
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危険かつ見苦 しい暴力的行為は、厳 に慎む よ うご指導 くだ さい。
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面が見受 け られます。反則行為 として ご指導 くだ さい。
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◇ 剣道試合・審判・運営要領の手引き P25参 照
袴 な ど華美 にな らぬ よ うご指導 くだ さい
においては

がる。上

　

。ど
ゴ

ち
　
る
な
領

エエ
　
め
手
要

ら
　
改
握
の

ｏ

か

は

他ヽ

つヽ
　
て
　
作
き
の

行
　
い
　
所
づ
そ

に
　
お
照
な
胴
ｒ

寧
　
に
参
計

・
領

丁
　
股
５
余
ス
要

・
　
太
４
る
ン
営

確

右

けヽ

マ
運

正
　
ｏを
４
お

一
判

を
る
手
４
に
オ
審

ゴ
す
右
Ｐ
時
フ

・

り
曙

領ヽ
替
パ
合

わ
眸
後
要
交
ゃ
試

終
ら
た
導
手
声
道

ｒ
が
し
指
選
発
剣

と
な
刀
道
や
の
盟

Ｊ
き
納
剣
後
で
連

め
抜

Ｊ

前ヽ
ん
道

始
ｊ
り
は
の
組
剣

ｒ
め
わ
く
礼
を
本

て
の
始
終
し
の
陣
日

い
略
ｒ
ｒ
詳
体
円
全

っ
眸
　
　
　
団

に
　
※
※
◇
　
※
◇

法
＞
　
　
　
＞

礼
１
　
　
　
２

２

爆
雑
型コ
肝
＜

っ
合
＜
感
＜
剣
防
統
駐

道
５
新

日ヽ
　
　
日
　
　
　
　
　
　
日

の他

② 令和4年  4月
③ 令和 3年  2月

④ 令和 4年 10月

(4

(5

よ うご指ｏる
い
す
さ
声
だ
発
く
と

に
イ
体
タ
字
ｒ
い
　
ヽ

す
合
ゃ
場
じ

る
読
す
判
を
が
請
員
要
役
止に 中

して
ユ、」

６

７ 者
さ
合
だ
試
く導

さ
指
良ザЮ疵制

口
伝

―
■

っ報い
「が
徒
爾

極
す
を

ゝ
執
力一中だきヽご協

醐ます。は椰̈向

｝

・
る
形


